
■研究目的
2011年 3 月11日に発生した東日本

大震災は、さまざまな面においてかつ
て経験されたことのない被害を生みだ
した。地震・津波・原子力発電所の事
故という複合的要素がもたらす甚大な
災害を経験したことにより、日本社会
全体として価値観の変化が経験され、
大きな岐路に立たされた（内田・高橋・
川原、 2011）。

地震の規模の大きさ、さらには目に
見えない放射能の広がりが指摘される
なか、被災地や原子力発電所の事故に
関する情報伝達に関して、人々の判断
に及ぼしたメディアの役割は大きい。

そこで本研究では、まず第 1 に、日
本における震災報道についてのテレビ、
新聞の内容分析を行った。どのような
ことが、どのような形で伝えられたの
かを知ることは重要である。とりわけ、
オリンピック報道を分析した先行研究
では日本の報道の特徴としてバランス
志向性が見られ、基本的にはポジティ
ブな内容が多いオリンピック選手報道
についても、「怪我」や「メンタル面で
の不安」などのよりネガティブな内容
も伝えられる傾向があることが示され
ているが（Markus, Uchida, Omoregie, 
Townsend, & Kitayama, 2006）、 ①こ
のようなバランス志向性が災害という
ネガティブな事態においても見られる
のかどうかを検討することを主軸とし
て検討した。また、特にテレビにおい
ては、②被災者やキャスターのコメン
トを事実報道の後に付加することによ
り、客観的情報に関する色づけがなさ
れる傾向にあることについても検討し
た。さらには、③震災後の時期によっ
ても報道の内容が変わっていくことが
想定されるので、時系列での変化も検
討した。

第 2 に、本研究では、報道関係者へ
のアンケート調査を実施した。報道は

とりもなおさず個々の記者の取材が素
材となっている。とすれば、個人がど
のような意図、思いを持って報道に携
わっていたのかを知ることは重要であ
る。日本のメディア全体が共有したこ
の未曾有の事態に対する認識を理解
し、報道の送り手・受け手双方にとっ
て今後に活かせるような知見を得るこ
とを目的として実施した。

■研究内容とその成果
1 ）テレビと新聞報道についての分析
を行った。分析時期はフェーズ 1 が震
災直後（ 3 月12日- 3 月31日）、フェ
ーズ 2 は新学期から 1 カ月後までの期
間 （ 4 月 1 日- 4 月11日）、フェーズ 3
は 3 カ月後に至るまでの期間（ 5 月15
日- 6 月15日）、フェーズ 4 は半年後を
含む期間（ 8 月30日- 9 月30日）とし
た。それぞれの期間のうち月・水・金
の報道を抽出し、報道されたセンテン
スの一つ一つを分析した。結果、テレ
ビ報道については、事実報道は全体の 
51.1%含まれており、うちネガティブ
な情報は半分程度となっていた。新聞
報道ではニュートラルな事実に関する
文章が全体の42.6%、ネガティブな事
実の報道は26.9%であった。これだけ
の災害時であってもニュートラルな情
報も多く含まれていたことが明らかに
なった。

また、テレビのほうがより事実とそ
れに対する反応が組み合わせられて伝
えられており、それによる受け手の事
実誤認などの認知バイアスが生じやす
い可能性もある。フェーズ分析から
は、時間が経つにつれて事実のネガテ
ィブ報道は減少したこと、原発報道も
減少したこと、逆に被災地の報道にシ
フトしていったことが明らかにされ
た。また、震災後 1 カ月には涙を誘う
ようなエピソードが放映される傾向も
見られた。

2 ）さまざまな機関に所属する報道関
係者に調査を行った。回答者数は、全
体で115名（男性55名、女性13名、無
回答47名）。年代は20代から60代まで
であった。調査は（ 1 ）原発報道の取
材経験に関する設問、（ 2 ）その他一
般の震災関連報道の取材経験に関する
設問、（ 3 ）災害報道等一般的質問、

（ 4 ）自由記述、からなっていた。そ
の結果、偏らない報道姿勢は回答者の
過半数が意識していたが、特に原発事
故報道ではその意識が高かった。ま
た、政府や東電といったリスク管理者
から得られた情報、たとえば事故対応
や避難指示のあり方などについて、多
くの報道関係者が批判的視点をもって
報道しようとしたことがうかがえる。
また、「できあがった報道が事実に忠実
であったか」は、原発事故以外の一般
震災報道では 8 割近くが「非常に」あ
るいは「かなり忠実」と回答していた
のに対し、原発事故報道では、 5 割に
留まり、逆に「事実を描ききれないと
ころがあった」という回答が35%に達
した。

■今後の検討課題
できあがった報道と、記者の意識と

の関連を具体的に検討する。また、テ
レビにおける特徴（事実を伝えた後コ
メンテーターがコメントする）が視聴
者の認知に与える影響を検討する。
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